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THE CHAIR
OF

HEALTH
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余
暇
の
ひ
と
と
き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
一
方
、
冬
に
は
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
注
意
も
大
切
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
気
道

感
染
症
で
す
。
日
本
で
の
発
生
は

毎
年
11
月
下
旬
に
始
ま
り
翌
年
の

１
月
ご
ろ
に
増
加
し
、
４
月
ご
ろ

に
減
少
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
お
も
な
感
染
経
路
は
咳
、
く

し
ゃ
み
、
会
話
な
ど
の
飛
沫
感
染

と
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
た
手
で
口
や

鼻
に
触
れ
る
接
触
感
染
で
す
。
症

状
は
１
〜
３
日
の
潜
伏
期
間
後
に

通
常
38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、

全
身
倦
怠
感
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛

な
ど
が
突
発
し
、
咳
や
鼻
汁
な
ど

が
続
き
約
１
週
間
で
軽
快
し
ま

す
。
通
常
の
か
ぜ
に
比
べ
全
身
症

状
が
強
い
で
す
。
特
に
高
齢
者
や

肺
・
心
臓
・
肝
臓
・
腎
臓
の
慢
性

疾
患
、
糖
尿
病
、
妊
娠
中
の
人
、

長
期
療
養
施
設
入
居
の
人
は
重
症

化
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
で
重
要

な
の
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
。
接

種
後
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
症
状
軽

減
、
重
症
化
、
高
齢
者
死
亡
の
予

防
が
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
約
２
週
間
で
ウ
イ
ル
ス
と
闘
う

抗
体
が
で
き
、
最
も
効
果
が
出
る

の
は
１
〜
２
ヵ
月
後
で
す
。
11
月

末
か
ら
12
月
中
旬
ま
で
に
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
自
己
予
防
法

①
正
し
い
手
洗
い
励
行

　

外
出
後
に
は
流
水
と
石
鹸
で
十

分
に
手
洗
い
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ル

コ
ー
ル
性
手
指
消
毒
剤
も
効
果
的

で
す
。

②
マ
ス
ク
着
用

　

飛
沫
へ
の
防
御
が
で
き
、
逆
に

自
分
の
ウ
イ
ル
ス
の
撒
き
散
ら
し

を
予
防
し
て
周
囲
へ
の
感
染
が
防

げ
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
は
湿
度
を

保
ち
、
喉
の
粘
膜
を
正
常
に
保
持

で
き
る
の
で
予
防
に
有
効
で
す
。

人
混
み
へ
の
外
出
時
や
咳
が
出
る

と
き
に
は
マ
ス
ク
着
用
を
し
ま

し
ょ
う
。

③ 

室
内
の
湿
度
・
温
度
の
適
切
な

保
持

　

ウ
イ
ル
ス
の
伝で

ん

播ぱ

防
止
に
湿
度

50
〜
70
％
、
温
度
20
〜
25
℃
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

④
規
則
正
し
い
生
活

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
本
来
、
健

康
で
免
疫
力
が
あ
れ
ば
自
然
に
治

る
病
気
で
す
。
抵
抗
力
や
体
調
保

持
に
は
適
度
な
運
動
、
十
分
な
睡

眠
確
保
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

が
大
切
で
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
例
年
以
上
に
手
洗
い
、
マ

ス
ク
着
用
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
に
も
な
り
、
患
者
数
が
昨
年
の

３
割
以
上
も
減
少
し
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
は
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着

用
、
３
密
回
避
な
ど
の
基
本
的
対

策
が
重
要
で
す
。
次
の
冬
も
こ
の

対
策
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

医師会健康講座

秋
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夜
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そ
ば
に
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ま

ゐ
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安
堵
か
な�

青
野
ひ
ろ
美

煮
大
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か
ら
さ
ま
さ
し
く
父
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秋
保
　
櫻
子

菩
提
寺
に
す
だ
く
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平
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稲
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ひ
ふ
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漫す
ず

ろ
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明
け
行
く
音
や
秋
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入
る�

大
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重
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今
日
あ
た
り
鷹
渡
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ら
し
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田
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加
賀
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燕
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形
見
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と
つ
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に
つ
け
て
ゐ
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神
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留
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児
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隆
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乗
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次
い
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瀬
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の
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秋
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芝
元
　
孝
子

虫
し
げ
し
広
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眠
る
父
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と
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重
村
　
眞
子

点
滴
に
つ
な
が
れ
て
み
る
秋
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っ

暉き�

清
家
　
幸
子

自
ら
を
鼓
舞
し
て
を
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ぬ
虫
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ぐ
れ�

清
家
矢
須
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よ
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駈
け
だ
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花
野
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松
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線
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遊
ぶ
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夜
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二
宮
　
洋
子

図
書
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で
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秋
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始
ま
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土
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吐
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こ
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秋
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京
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銀
漢
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ひ
て
磁
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は
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本
田
八
千
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床
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午
後
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静
け
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白
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梗
き
ょ
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丸
内
　
松
美

働
け
る
今
が
幸
せ
蜜
柑
摘
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宮
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穂

仏
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ま
で
乾
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の
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吉
田
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放ほ
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れ
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櫻
井
　
　
健

新
緑
や
若
さ
漲

み
な
ぎ

る
ピ
ア
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・
ソ
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松
　
　
秋
声

淡
き
恋
遠
く
と
な
り
し
野
菊
か
な�

金
田
八
重
子

長
男
の
帰
り
を
待
ち
て
門
火
焚
く�

松
影
　
美
鈴

駒
下
駄
や
浴
衣
の
風
の
身
八
ッ
口�

三
浦
　
尚
子

茅
の
輪
ぬ
け
夕
風
の
磴
下
り
け
り�

西
川
　
洋
子

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
つ
い
て

 

宇
和
島
保
健
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天
神
町
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冨
田
　
直
明
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